
Ⅰ．はじめに

世界保健機関（World Health Organization; WHO）
の患者安全カリキュラムガイド多職種版によると，
医療従事者が習得すべき医療安全の知識として，患
者安全やリスクマネジメントなどの 11 項目が示さ
れている（東京医科大学医学教育分野，2013）。そ

のうち，項目４「有能なチームの一員であること」
として効果的なコミュニケーションや有効なリー
ダーシップなどのノンテクニカルスキルの重要性が
解説されている。医療におけるインシデントや有害
事象の根本的な原因には，テクニカルスキルに関す
るものだけではなく，ノンテクニカルスキルに問
題がある事例も多く含まれるとされている（中島，
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2012）。ノンテクニカルスキルとは，専門的な知識
や技術であるテクニカルスキルを支える認知能力や
社会能力を指し，学習により向上させることができ
る技能である。認知能力には，情報の収集や解釈な
どの状況認識と問題明示や代替案の選択などの意思
決定の２つのスキルがある。社会能力には，明瞭簡
潔な情報の送出や傾聴などのコミュニケーション，
他者の支援やコンフリクトの解消などのチームワー
ク，計画と優先順位付けや標準の維持などのリー
ダーシップの３つのスキルがある。また，業務や成
果に影響を与えるスキルとして，ストレスマネジメ
ントと疲労への対処がある。ノンテクニカルスキル
の歴史では，航空業界において事故の関連要因とし
て認知され，研究が行われるようになった。

医療分野では，Flinら（2008/2012）によると外
科医（Non-Technical Skills for Surgeons; NOTSS）
や麻酔科医（Anaesthetists’ Non-Technical Skills; 
ANTS）のノンテクニカルスキルの評価が行われ
ている。また，手術室看護師（Scrub Practitioners’ 
List of Intraoperative Non-Technical Skills; 
SPLINTS）のノンテクニカルスキルの教育システ
ムが開発されている。NOTSSには状況認識や意思
決定，コミュニケーション，チームワーク，リー
ダーシップのノンテクニカルスキルが含まれている
が，ANTSとSPLINTSにはリーダーシップの項目
はない。看護教育において医療安全に重要なノン
テクニカルスキルとして，認知能力と社会能力の
５つのスキルが報告されている（Fukuta & Iitsuka, 
2018）。近年のノンテクニカルスキルに関する国外
文献の動向をみると，外科領域や救急医療における
医師，看護師，また薬局の薬剤師，研修医や看護
学生などを対象にスキルを獲得するためのトレー
ニングを行い，その効果について検討されている

（Ashour et al, 2021; Bennett et al, 2020; Jung et al, 
2018; Nicolaides et al, 2018; Pires et al, 2017）。ノン
テクニカルスキルは医療安全に影響することから，
シミュレーションを通したトレーニング方法の開発
と有効性も検証されている（Lynch, 2020）。医療従
事者がノンテクニカルスキルを体系的に学ぶこと
で，チームの組織力が高まることや医療安全を含め
た業務の改善，効率化が期待されている（吉本と前
野，2019）。

このように，国外の先行研究では職種の専門性に
応じたノンテクニカルスキルの教育や評価が行われ
ていた。しかし，多職種がかかわるチーム医療には
どのようなスキルが共通して求められるのか，その
特徴や教育方法について明らかにした文献は見当た
らなかった。さらに，医療従事者の専門性や教育シ
ステムの国内外での相違から，わが国のチーム医療
の中で多職種に求められるノンテクニカルスキルを
検討することは課題であると考えられた。

本研究のリサーチクエスチョンは，わが国の医療
の臨床実践におけるノンテクニカルスキル教育に関
する研究の動向から，多職種が協働するチーム医療
に求められるノンテクニカルスキルにはどのような
特徴と教育方法があるかという問いである。研究の
意義として，多職種に必要なノンテクニカルスキル
の特徴が明らかになれば医療従事者のスキルを高め
る教育に活用できる有用な資料となり，医療安全や
チーム医療の実践，医療の質の向上につなげられる
と考える。研究の目的は，わが国の医療の臨床実践
におけるノンテクニカルスキル教育に関する研究の
動向を明らかにすることである。

Ⅱ．用語の定義

本研究におけるノンテクニカルスキルの定義は，
Flinら（2008/2012）の「テクニカルスキルを補っ
て完全なものとする認知的，社会的そして個人的な
リソースとしてのスキルであり，安全かつ効率的な
タスクの遂行に寄与するもの」とした。

Ⅲ．研究方法

１．文献の収集方法
論文データベースとして医学中央雑誌Web版，

CiNii Research，J-STAGE，メディカルオンライ
ンを用い，発行年は 2017 年から 2022 年までの過去
５年分として検索した。キーワードは「ノンテクニ
カルスキル」とした。

２．文献の選定方法
文献の選定条件では多職種のノンテクニカルスキ

ルの特徴と教育方法についての研究動向や課題を把
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握するため，学生や医療従事者を対象とし介入また
は観察を行っている研究とした。ノンテクニカルス
キルについての解説や特集のみがまとめられ一般
化，簡略化した内容である文献，授業や教育方法の
紹介である文献，研究目的や内容がノンテクニカル
スキルに関連していない文献，また重複論文は除外
した。

３．分析方法
ノンテクニカルスキル教育に関する研究の動向を

整理するため，各文献の筆者および掲載年，タイト
ル，対象，結果，取り上げられていたノンテクニカ
ルスキルの特徴についてマトリックス表（Garrard, 
2011/2012）を作成した。ノンテクニカルスキルの
特徴は，Flinら（2008/2012）の定義と医療安全に
関するノンテクニカルスキルのシステマティックレ
ビュー（Fukuta & Iitsuka, 2018）（表１）を参考に
関連していた概念を抽出した。ノンテクニカルスキ
ルの概念は，医療分野における国外の先行研究で認
知能力（状況認識，意思決定）と社会能力（コミュ
ニケーション，チームワーク，リーダーシップ）が
教育や評価に重要なスキルとして取り上げられてい
たことから，該当する５つのスキルを抽出した。ノ
ンテクニカルスキルの概念が明記されていなかった

文献については，結果や考察の内容から判断し，表
１をもとに関連するものを抽出した。

次に文献の研究方法や結果からノンテクニカルス
キルの教育方法とその評価について内容の類似性に
基づいて分類し，カテゴリ化した。カテゴリには，
内容の概要を示す命名を行った。分析はシミュレー
ション教育の科目を担当している看護系大学の教員
２名で行い，分析過程において文献の意味内容や分
析結果の解釈について検討した。

４．倫理的配慮
文献の取り扱いには著作権を侵害することがない

よう，また研究内容の意図を損なわないように留意
し，文献の出典を明記した。

Ⅳ．結果

１．ノンテクニカルスキル教育に関する研究の動向
１）文献の概要

最初に抽出された文献は 408 件であり，選定方
法に沿って除外した結果，最終的に 15 件となった

（図１）。文献の掲載年は 2021 年と 2018 年が４件，
2020 年が３件と順に多かった。表２に示した通り，
タイトルと対象からノンテクニカルスキルに関する

表１　ノンテクニカルスキルの概念

概念 要素

 状況認識

情報収集
状況の認識と理解
患者安全の認識
将来の状況予測

 意思決定

問題の特定
実行可能な行動の識別と選択
意思決定のプロセス
リスクと結果の評価／検討

 コミュニケーション

情報の発信と受信
文脈と意図を含む，明確で簡潔な情報提示
治療的コミュニケーション（傾聴，共感，言語的／非言語的コミュニケーションなど）
効果的なコミュニケーションを阻害する要因の特定と対処

 チームワーク

他者のサポート
コンフリクトの解消
情報交換と他者への的確な連絡
チーム活動の調整（多職種のチームワーク，役割と能力の評価，共通認識の確立など）

 リーダーシップ
標準の設定と維持
チームメンバーのサポート
プレッシャーへの対処

Fukuta, D., & Iitsuka, M. （2018）: Nontechnical Skills Training and Patient Safety in Undergraduate Nursing Education: A 
Systematic Review. Teaching and Learning in Nursing, 13（4）, 233-239 より引用し著者訳
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インシデントやヒヤリハット報告書の分析，看護師
や診療放射線技師などの多職種における評価，手術
にかかわる症例，学生が体験したシミュレーション
による学習効果，臨床現場での研修を通した医師や
看護師，臨床検査技師による報告など，研究対象と
なる場面や職種は様々であった。研究の結果ではノ
ンテクニカルスキルの獲得やトレーニングの効果，
今後の課題について述べられていた。
２）ノンテクニカルスキルの特徴

表１をもとに文献で取り上げられていたノンテク
ニカルスキルの概念は医師や看護師，診療放射線
技師，臨床検査技師，学生を対象にコミュニケー
ション（15 件）をはじめ，順にチームワークと
リーダーシップ（９件），状況認識（６件），意思決
定（４件）であった。その他にメンバーシップや状
況観察，相互支援，アサーティブネス，ストレス管
理や疲労への対処，チームマネジメント，チームビ
ルディングの概念も用いられていた。ノンテクニカ

ルスキルの用語についてFlinら（2008/2012）の定
義をもとに調査を行っていた文献は５件（猪俣ら，
2021；松本ら，2019；杉浦ら，2018；落合と秋元，
2018；武中ら，2017）であった。

文献の概要をもとにノンテクニカルスキルの教育
方法と評価に関する内容を類似性に基づいて分類し
たところ，「インシデント報告による課題抽出」「多
職種における評価」「手術症例における影響と効果」

「体験学習による学習効果」「研修を通したスキル獲
得の実践」の５つのカテゴリが生成された。

２．ノンテクニカルスキルの教育方法と評価
１）インシデント報告による課題抽出

救急医療におけるインシデントやヒヤリハットに
影響するノンテクニカルスキルを分析した文献が２
件であった。松本ら（2019）は，診療場面での確認
不足が発生する要因として状況認識やコミュニケー
ション，チームワークの問題を指摘していた。塩見

　データベース検索から特定した文献数（n = 408）
・医学中央雑誌Web版（n = 206）
・CiNii Research（n = 104）
・J-STAGE（n = 29）
・メディカルオンライン（n = 69）

重複文献除外後の文献数
（n = 166）

タイトル/抄録からスクリーニングした文献数
（n = 166）

除外した文献数
（n = 143）

フルテキストからスクリーニングした文献数
（n = 23）

　除外した文献数（n = 8）
・解説のみの内容（n = 4）
・海外での教育の紹介（n = 2）
・授業の紹介（n = 1）
・重複文献（n = 1）

採用文献数
（n = 15）

図１　文献選定のフローチャート
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ン

ケ
ー

ト
か

ら
患

者
対

応
を

考
え

る
～

外
来

・
入

院
患

者
（

人
数

不
明

）

外
来

・
入

院
患

者
満

足
度

調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
診

療
放

射
線

技
師

の
患

者
対

応
や

職
員

対
応

に
つ

い
て

現
状

把
握

し
，

今
後

の
改

善
点

に
つ

い
て

考
察

し
た

。
病

院
の

評
価

は
医

療
ス

タ
ッ

フ
間

の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
に

対
す

る
不

安
，

診
療

放
射

線
技

師
の

評
価

は
言

葉
遣

い
・

身
だ

し
な

み
，

検
査

に
関

す
る

説
明

・
対

応
に

つ
い

て
外

来
患

者
で

低
下

傾
向

を
示

し
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

手 術 症 例 に お け る

影 響 と 効 果

佐
藤

，
20

22

手
術

室
外

で
の

緊
急

気
道

確
保

「
そ

の
時

，
あ

な
た

は
，

動
く

？
」

緊
急

気
管

切
開

が
必

要
な

症
例

手
術

室
外

で
発

症
し

た
困

難
気

道
確

保
1

症
例

急
性

喉
頭

蓋
炎

の
症

例
を

提
示

し
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
と

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

が
ど

の
よ

う
に

影
響

し
て

緊
急

気
道

確
保

が
可

能
と

な
っ

た
の

か
考

察
し

た
。

困
難

気
道

症
例

の
管

理
は

日
頃

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
と

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
多

職
種

連
携

の
ノ

ン
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
を

整
備

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

武
中

ら
，

20
17

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

手
術

に
お

け
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

手
術

を
行

っ
た

１
症

例

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

の
観

点
か

ら
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
手

術
を

分
析

し
今

後
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
医

療
者

が
N

O
T

SS
（

N
on

-T
ec

hn
ic

al
 S

ki
lls

 f
or

 S
ur

ge
on

）
を

学
習

し
手

技
上

の
改

良
を

加
え

る
こ

と
で

周
術

期
合

併
症

が
激

減
し

た
。

今
後

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

手
術

に
お

け
る

N
O

T
SS

を
確

立
し

，
よ

り
安

全
に

手
術

を
普

及
し

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

た
。

状
況

認
識

意
思

決
定

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

−58−

臨床実践におけるノンテクニカルスキル教育

−59−



表
2．
ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
に
関
す
る
文
献
の
概
要
と
分
析
結
果
（
つ
づ
き
）

分
類

筆
者

，
掲

載
年

タ
イ

ト
ル

対
象

結
果

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

の
概

念

体 験 学 習 に よ る 学 習 効 果

猪
俣

ら
，

20
21

臨
床

検
査

技
師

を
対

象
と

し
た

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

実
践

臨
床

検
査

技
師

95
名

と
医

学
検

査
学

を
学

ぶ
大

学
３

，４
年

生
25

名

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

に
必

要
な

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

を
学

び
体

験
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
企

画
し

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
っ

た
。

講
義

と
ワ

ー
ク

を
組

み
合

わ
せ

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
ノ

ン
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
の

育
成

手
段

と
し

て
有

効
で

あ
り

，
継

続
的

に
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

ス
キ

ル
の

涵
養

が
期

待
で

き
る

と
考

え
ら

れ
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ

三
輪

ら
，

20
21

看
護

学
実

習
に

お
け

る
困

難
事

例
を

用
い

た
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
学

習
の

効
果

看
護

系
大

学
の

２
年

生
10

名

看
護

学
実

習
で

学
生

が
経

験
し

た
困

難
事

例
を

用
い

た
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
学

習
の

効
果

を
明

ら
か

に
し

た
。

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

学
習

で
は

フ
ィ

ジ
カ

ル
イ

グ
ザ

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

と
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施
に

関
し

て
学

習
効

果
が

期
待

さ
れ

た
。

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

で
あ

る
対

象
者

へ
の

説
明

に
は

学
習

効
果

が
見

込
め

な
い

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

落
合

と
秋

元
，

20
18

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

体
験

後
の

看
護

学
生

の
ノ

ン
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
の

実
態

看
護

専
門

学
校

３
年

次
45

名

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

体
験

で
看

護
学

生
が

自
己

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
た

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

の
実

態
を

明
ら

か
に

し
た

。
カ

テ
ゴ

リ
ー

と
し

て
「

過
剰

集
中

に
よ

り
限

局
し

た
患

者
把

握
」「

不
確

か
な

根
拠

に
よ

る
援

助
の

決
行

」「
明

示
性

に
欠

く
報

告
」「

役
割

遂
行

困
難

に
よ

る
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

停
滞

」
な

ど
が

生
成

さ
れ

た
。

状
況

認
識

，
意

思
決

定
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ス

ト
レ

ス
管

理
疲

労
へ

の
対

処

研 修 を 通 し た ス キ ル 獲 得 の 実 践

茂
木

ら
，

20
21

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

研
修

「
基

礎
編

」
の

研
修

受
講

直
後

の
研

修
生

の
研

修
に

関
連

す
る

意
識

と
職

場
の

現
状

−
研

修
終

了
時

の
調

査
票

と
研

修
報

告
書

の
分

析
か

ら
−

研
修

を
受

講
し

た
看

護
職

員
50

名

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

「
基

礎
編

」
受

講
直

後
の

研
修

生
の

「
意

識
」

と
「

職
場

の
現

状
」

を
明

ら
か

に
し

た
。「

意
識

」
で

は
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

に
必

要
な

研
修

と
捉

え
学

ん
だ

知
識

・
技

術
を

他
者

に
伝

達
す

る
実

践
意

志
や

成
長

意
欲

が
高

か
っ

た
。「

職
場

の
現

状
」

で
は

直
属

の
上

司
か

ら
期

待
す

る
声

掛
け

は
少

な
く

研
修

を
活

か
す

空
気

を
あ

ま
り

感
じ

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

北
爪

ら
，

20
21

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

研
修

「
実

践
編

」
の

研
修

受
講

直
後

の
研

修
生

の
研

修
に

関
連

す
る

意
識

と
職

場
の

現
状

−
研

修
終

了
時

の
調

査
票

と
研

修
報

告
書

の
分

析
か

ら
−

研
修

を
受

講
し

た
看

護
職

員
31

名

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

「
実

践
編

」
受

講
直

後
の

研
修

生
の

「
意

識
」

と
「

職
場

の
現

状
」

か
ら

今
後

の
教

育
の

課
題

を
明

ら
か

に
し

た
。「

意
識

」
で

は
研

修
で

学
ん

だ
知

識
・

技
術

を
他

の
ス

タ
ッ

フ
に

も
伝

え
仕

事
に

活
か

し
た

い
と

い
う

実
践

意
識

が
高

か
っ

た
が

，「
職

場
の

現
状

」
で

は
自

部
署

で
研

修
を

活
か

す
空

気
が

あ
ま

り
感

じ
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

伊
井

ら
，

20
20

PN
LS

（
脳

神
経

外
科

救
急

初
期

対
応

）
の

学
習

を
効

果
的

に
す

る
た

め
の

受
講

者
自

己
評

価
調

査
の

活
用

PN
LS

コ
ー

ス
を

受
講

し
た

医
師

10
名

，
看

護
師

11
名

コ
ー

ス
の

知
識

，
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
，

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

に
つ

い
て

理
解

度
と

実
施

可
能

度
を

自
己

評
価

票
を

用
い

て
調

査
し

た
。

事
前

学
習

で
知

識
の

整
理

を
行

う
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

で
受

講
者

が
受

講
内

容
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
，

自
己

の
変

化
を

運
営

側
が

客
観

的
に

把
握

す
る

こ
と

で
今

後
の

運
営

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

。

状
況

認
識

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

二
艘

舟
ら

，
20

20
新

人
研

修
「

急
変

の
予

測
と

看
護

」
を

学
ぶ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

学
習

新
人

看
護

職
員

59
名

新
人

看
護

職
員

が
「

急
変

の
予

測
と

看
護

」
に

つ
い

て
主

体
的

に
学

べ
る

実
践

的
な

集
合

研
修

を
検

討
し

た
。

観
察

・
行

動
カ

ー
ド

を
用

い
る

こ
と

で
，

優
先

度
を

絞
る

過
程

で
理

由
や

根
拠

を
よ

り
深

く
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
相

互
に

考
え

を
説

明
し

理
解

を
得

な
が

ら
決

定
し

て
い

く
こ

と
で

，
ノ

ン
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
役

立
つ

こ
と

が
期

待
さ

れ
た

。

状
況

認
識

意
思

決
定

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

岩
村

ら
，

20
19

N
oT

A
M

（
N

on
-T

ec
hn

ic
al

 
Sk

ills
 fo

r 
A

cu
te

 M
ed

ici
ne

）
研

修
受

講
前

後
の

看
護

師
の

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

に
対

す
る

意
識

の
変

化
に

つ
い

て

N
oT

A
M

研
修

を
受

講
し

た
看

護
師

12
名

救
急

領
域

に
お

け
る

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

の
習

得
を

目
標

と
し

た
N

oT
A

M
を

策
定

し
看

護
師

の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
に

対
す

る
意

識
変

化
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

質
問

項
目

『
問

題
指

摘
に

対
す

る
抵

抗
感

』
の

「
は

っ
き

り
し

な
い

と
き

は
自

分
の

意
見

を
言

う
こ

と
を

た
め

ら
う

」
な

ど
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
に

お
け

る
看

護
師

の
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

の
理

解
が

深
ま

っ
た

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ

杉
浦

ら
，

20
18

臨
床

検
査

技
師

の
ノ

ン
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
向

上
の

た
め

の
取

り
組

み
臨

床
検

査
技

師
65

名

臨
床

検
査

技
師

に
必

要
な

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

を
設

定
し

向
上

さ
せ

る
た

め
の

試
み

を
行

い
，

ス
キ

ル
の

向
上

に
役

立
っ

て
い

る
の

か
調

査
し

た
。

39
5

個
の

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

を
収

集
し

，
27

の
「

検
査

室
の

ノ
ン

テ
ク

ニ
カ

ル
ス

キ
ル

」
を

決
定

し
た

。
自

己
評

価
を

６
ヵ

月
ご

と
に

行
い

介
入

後
の

向
上

が
み

ら
れ

た
。

評
価

に
は

経
験

年
数

，
部

署
に

よ
る

違
い

が
み

ら
れ

た
。

状
況

認
識

，
意

思
決

定
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ス

ト
レ

ス
・

疲
労

管
理
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ら（2018）は，ヒヤリハットにはノンテクニカルス
キルに関連した事例が多く，テクニカルスキルと合
わせた両スキルの向上と教育システム導入の必要性
を述べていた。
２）多職種における評価

看護師や診療放射線技師などの多職種におけるノ
ンテクニカルスキルを評価した文献が２件であっ
た。岡本ら（2020）は，看護師が多職種間の問題を
指摘する際の行動にアサーティブネスやリーダー
シップが影響していたことを指摘していた。岡田ら

（2018）は，外来患者の満足度調査から診療放射線
技師のコミュニケーションとチームワークのノンテ
クニカルスキルの課題を明らかにしていた。
３）手術症例における影響と効果

手術を実施した症例を振り返りノンテクニカルス
キルとの関連性について分析した文献が２件であっ
た。佐藤（2022）は，緊急気管切開が必要となった
症例についてコミュニケーションと多職種連携のノ
ンテクニカルスキルの整備が重要であることを指摘
していた。武中ら（2017）は，ロボット支援手術を
行った症例について外科医のノンテクニカルスキ
ルであるNOTSSを活用することで周術期合併症が
減ったことを明らかにしていた。
４）体験学習による学習効果

ワークショップやシミュレーションを通した体験
学習とその効果を分析した文献が３件であった。猪
俣ら（2021）は，臨床検査技師に必要なノンテクニ
カルスキルとしてコミュニケーションやリーダー
シップを学ぶワークショップを企画し，育成手段
としての有効性を明らかにしていた。落合と秋元

（2018）は，看護学生を対象にシミュレーション体
験にかかわるノンテクニカルスキルとして患者把握
やチームワークなどに関するカテゴリを生成して
いた。一方，三輪ら（2021）は，看護学生のシミュ
レーション体験においてノンテクニカルスキル修得
について学習効果を見込めなかったことを示唆して
いた。
５）研修を通したスキル獲得の実践

研修を通して獲得したノンテクニカルスキルにつ
いて分析した文献が６件であった。茂木ら（2021）
と北爪ら（2021）は，ノンテクニカルスキルに関
する研修で学んだ知識や技術を他者に伝達する意

識の向上について報告していた。伊井ら（2020）と
岩村ら（2019）は救急領域において，また二艘舟
ら（2020）は急変の予測についての研修を行い，シ
ミュレーションやトレーニングの有効性，チーム
ワーク，メンバーシップに対する意識に変化がみら
れたことを報告していた。杉浦ら（2018）は，臨床
検査技師に必要なノンテクニカルスキルを設定しス
キルの向上には経験年数による差異が認められたこ
とを指摘していた。

Ⅴ．考察

１．ノンテクニカルスキルの特徴について
わが国の医療の臨床実践におけるノンテクニカル

スキル教育に関する研究の動向について文献 15 件
を分析した結果，多職種が協働するチーム医療に求
められるノンテクニカルスキルの特徴として，コ
ミュニケーションやチームワーク，リーダーシップ
を取り上げていた研究が多く認められ，状況認識，
意思決定などの概念も重要になると考えられた。ま
た，その他の概念も多職種に共通するノンテクニカ
ルスキルとして関連しており，例えばメンバーシッ
プや相互支援はチームワーク，アサーティブネスは
コミュニケーションの概念に含まれると考えた。

２．ノンテクニカルスキルの教育方法と評価につい
て

医療従事者のノンテクニカルスキルを高める方法
としてインシデント報告による課題抽出や多職種に
よる評価を行うこと，教育として手術症例の振り返
り，シミュレーションを通した学習効果とスキル獲
得の有効性が検討されていた。

分類したカテゴリの内容を統合すると，３つの視
点から得られた知見と今後の課題が考えられた。
１）インシデント報告による課題抽出と多職種にお

ける評価
現状分析としてインシデント報告による課題抽出

と多職種における評価から，各施設での報告書や患
者の視点からチーム医療を分析することでコミュニ
ケーションやチームワークなどの患者安全にかかわ
るノンテクニカルスキルを身につけていく必要性が
明らかとなった。患者安全とは，医療に関連した不
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必要な害のリスクを許容可能な最小限の水準まで減
らす行為とされ，有害事象として近年の複雑な医療
システムが原因となっていることが分かってきた

（東京医科大学医学教育分野，2013）。医師や看護
師，コメディカルなど多職種が治療に関与すること
で，情報共有や連携の不足など安全な医療の提供に
影響を与える可能性もある。しかし，文献では医療
安全にはどのような医療システムが要因となり，多
職種がかかわっていたのかについて具体的に明らか
にされていなかった。今後の課題として，インシデ
ント報告の評価を行う際，医療安全に影響を与える
医療システムとノンテクニカルスキルの特徴や多職
種との関連性を分析することで，効果的な問題解決
の方法が得られるようになると考える。そして，情
報の収集や提示，情報交換にかかわる状況認識，コ
ミュニケーション，チームワークを活用し，多職種
が情報を適切に管理し利用できるようなチーム医療
を確立していく必要がある。
２）手術症例における影響と効果

既存のシステムの活用として手術症例における影
響と効果から，外科領域や周術期のノンテクニカル
スキル教育の評価システムが開発され有効な手段と
して医療施設で導入されていた。また，外科医のノ
ンテクニカルスキルであるNOTSSが活用され，有
効性が検証されていた。一方，このカテゴリでは，
緊急時や特殊性のある２つの手術におけるノンテク
ニカルスキルが抽出されたため，他の手術症例に共
通する，あるいは特異的なスキルがあるのか明らか
にすることはできなかった。相馬（2020）は，多職
種と連携し患者を全人的にみていくためにはノンテ
クニカルスキルの教育が重要であると述べている。
そのため，先行研究をもとに安全な手術の実施や合
併症予防のノンテクニカルスキルを学習するツール
として，様々な手術場面における多職種間での有用
性や活用方法を検討していくことが課題であると考
える。
３）体験学習による学習効果と研修を通したノンテ

クニカルスキル獲得の実践
シミュレーション教育として体験学習による学習

効果と研修を通したスキル獲得の実践から，シミュ
レーションを中心としたノンテクニカルスキル教育
が行われていた。シミュレーションでは，コミュ

ニケーションスキルの獲得や向上を図る教育が多
く実施されていた。さらに，救急領域の医師や看護
師を対象としたNoTAM（Non-Technical Skills for 
Acute Medicine）研修により，コミュニケーショ
ンやチームワーク，リーダーシップなどのノンテク
ニカルスキルの習得に有用であることが報告されて
いた（岩村ら，2019）。複数のノンテクニカルスキ
ルを学習するためには，多職種による協働やチーム
医療を想定した場面を共有し，目標とするスキルを
学ぶために構造化されたシミュレーション教育を
取り入れていくことが重要であると考える。シミュ
レーションを通して，各職種の専門性や役割をも
とに，チーム医療の中でどのようにノンテクニカル
スキルを向上し医療の質を高めていくことができ
るか，その教育方法を検討していく必要がある。今
回の文献レビューでは多様な場面でのシミュレー
ションが報告されていたため教育方法を一般化する
ことはできないが，ノンテクニカルスキルを向上さ
せるトレーニングとしてスピークアップ（speaking-
up，声かけ），リスニング（listening，傾聴），ブ
リーフィング（briefing，事前打ち合わせ），デブ
リーフィング（debriefing，振り返り）などを取り
入れることが効果的であると報告されている（中
島，2012）。また，シミュレーション教育の中で「教
える」「伝える」スキルや「自分を知る」「チームを
作る」「チームを動かす」「人を育てる」「人と関わ
る」スキルの養成が重要になるとされている（羽場
ら，2020；吉本と前野，2019）。ノンテクニカルス
キルの特徴として独立した概念ではなく，相互に関
連し合うことでスキルが高まっていくと考える。そ
のため，ノンテクニカルスキルのトレーニングにつ
いてこれまでに得られた根拠や教育方法をさらに蓄
積していくことで，基礎教育や臨床現場において応
用可能なプログラムを開発し，総合的にスキルを向
上させていくことが今後の課題として重要になる。

このように，チーム医療における医療安全を実現
するためには専門分野の知識，技術のテクニカルス
キルと，状況認識やコミュニケーション，チーム
ワークなど職種にかかわらない普遍的なノンテクニ
カルスキルのバランスを保つことが必要になる（小
林，2018）。前野（2016）は，ノンテクニカルスキ
ルとは組織においてリーダーシップを発揮し，人材
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を育てチーム一体となって問題の解決にあたり，高
い成果を上げることができる技術であると述べてい
る。本研究により抽出されたノンテクニカルスキル
の活用方法として，インシデントや医療事故，日常
業務の中で多職種がかかわるチーム医療のコミュニ
ケーションやチームワークなどのノンテクニカルス
キルを評価し，問題を解決していくための指標とし
て活用できると考える。また，チーム医療において
安全で効率的な医療を提供するために構造化された
シミュレーション教育を取り入れることで，多職種
の認知能力や社会能力のノンテクニカルスキルを向
上させていくことができると考えられる。このよう
に，多職種がノンテクニカルスキルを体系的に学ぶ
ことで良質なチーム医療を実践することが可能とな
り，医療安全を含めた医療の質の向上につながると
考える。

Ⅵ．研究の限界と課題

本研究は対象文献が多くはなく，母集団や研究方
法が不均一であったため評価は断片的であったと考
えられる。文献のノンテクニカルスキルの定義は一
律ではないため，定義によっては異なる結果が示さ
れていた可能性がある。そのため，ノンテクニカル
スキルの特徴や教育方法として有用な結果の特定と
一般化には限界がある。しかし，わが国における医
療従事者のノンテクニカルスキルについて分析を
行ったことでいくつかの知見が得られたことには意
義があると考える。今後はノンテクニカルスキルに
関する国外の文献を含めた研究を分析し，スキルを
高めていくために有効な教育方法を検討していくこ
とが課題である。

Ⅶ．結論

医療の臨床実践において多職種が協働するチーム
医療に求められるノンテクニカルスキル教育に関す
る研究では，コミュニケーションやチームワーク，
リーダーシップの概念が多く取り上げられていた。
さらに，ノンテクニカルスキルを高める教育方法と
してインシデント報告による課題抽出や多職種に
よる評価，シミュレーションを通した基礎教育での

学習効果や臨床現場でのスキル獲得の有効性が検討
されていた。今後はチーム医療の確立のために，ノ
ンテクニカルスキルを活用した適切な情報管理，多
職種間で学習するツールの検討，さらにスキルのト
レーニングにおいて得られた根拠を蓄積していくこ
とで，総合的にスキルを向上させることが可能なプ
ログラムの開発が課題になると示唆された。
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